
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
二
号

武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
附
則
第
二
項
を
除
き
、
以
下
「
条

約
」
と
い
う
。
）
、
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
議
定
書
（
以
下
「
議
定
書
」
と
い
う
。
）
及
び
千

九
百
九
十
九
年
三
月
二
十
六
日
に
ハ
ー
グ
で
作
成
さ
れ
た
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
千
九
百
五

十
四
年
の
ハ
ー
グ
条
約
の
第
二
議
定
書
（
以
下
「
第
二
議
定
書
」
と
い
う
。
）
の
適
確
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、

被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
の
輸
入
の
規
制
等
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
現
在
及
び
将
来
の
世
代
に
わ
た
る

人
類
の
貴
重
な
文
化
的
資
産
で
あ
る
文
化
財
の
国
際
的
な
保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
国
内
文
化
財
　
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

イ
　
条
約
第
一
条
（
ａ
）
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
重
要
文
化
財
（
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
重
要
文
化
財
を
い
う
。
）
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
（
同
法

第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
い
う
。
）
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
同
法

第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
い
う
。
）
で
あ
る
も
の

ロ
　
特
定
文
化
財
（
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。
）

二
　
議
定
書
締
約
国
文
化
財
　
条
約
第
一
条
（
ａ
）
、
（
ｂ
）
又
は
（
ｃ
）
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
議
定
書
の
締

約
国
で
あ
る
外
国
が
議
定
書
に
よ
り
保
護
の
義
務
を
負
う
も
の
と
し
て
定
め
た
も
の
を
い
う
。

三
　
第
二
議
定
書
締
約
国
等
文
化
財
　
条
約
第
一
条
（
ａ
）
、
（
ｂ
）
又
は
（
ｃ
）
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
第
二

議
定
書
の
締
約
国
又
は
第
二
議
定
書
適
用
国
（
第
二
議
定
書
第
三
条
２
の
規
定
に
よ
り
第
二
議
定
書
の
規
定
を

受
諾
し
、
か
つ
、
適
用
す
る
第
二
議
定
書
の
非
締
約
国
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
外
国
が
第
二
議
定
書

に
よ
り
保
護
の
義
務
を
負
う
も
の
と
し
て
定
め
た
も
の
を
い
う
。

四
　
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
　
議
定
書
締
約
国
文
化
財
の
う
ち
、
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大

臣
が
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。

五
　
特
別
保
護
文
化
財
　
条
約
第
一
条
（
ａ
）
、
（
ｂ
）
又
は
（
ｃ
）
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
条
約
第
八
条
６
の

規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

六
　
強
化
保
護
文
化
財
　
国
内
文
化
財
又
は
第
二
議
定
書
締
約
国
等
文
化
財
の
う
ち
、
一
覧
表
（
第
二
議
定
書
第

一
条
（
ｈ
）
に
規
定
す
る
一
覧
表
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
載
さ
れ
た
も
の
（
第
二
議
定
書
第
二
十
四
条

１
に
規
定
す
る
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
委
員
会
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と

い
う
。
）
が
、
第
二
議
定
書
第
十
一
条
９
の
規
定
に
よ
り
暫
定
的
な
強
化
さ
れ
た
保
護
を
付
与
す
る
旨
の
決
定

を
し
た
も
の
を
含
み
、
第
二
議
定
書
第
十
四
条
１
の
規
定
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
保
護
を
停
止
し
た
も
の
を
除

く
。
）
を
い
う
。

七
　
特
殊
標
章
　
条
約
第
十
六
条
１
に
規
定
す
る
特
殊
標
章
を
い
う
。

八
　
身
分
証
明
書
　
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
約
の
施
行
規
則
（
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て

「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
２
に
規
定
す
る
身
分
証
明
書
を
い
う
。

（
特
定
文
化
財
の
指
定
等
）

第
三
条
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
条
約
第
一
条
（
ｂ
）
又
は
（
ｃ
）
に
掲
げ
る
も
の
（
国
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

の
う
ち
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
を
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特

定
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
政
府
は
、
第
二
議
定
書
第
十
一
条
１
の
規
定
に
よ
り
国
内
文
化
財
の
う
ち
強
化
さ
れ
た
保
護
の
付
与
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
も
の
を
記
載
し
た
表
を
委
員
会
に
提
出
し
、
同
条
２
の
規
定
に
よ
り
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
を
要

請
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
行
わ
れ
た
国
内

文
化
財
が
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
と
き
又
は
第
二
議
定
書
第
十
一
条
９
の
規
定
に
よ
り
国
内
文
化
財
に
つ
い
て
暫

定
的
な
強
化
さ
れ
た
保
護
を
付
与
す
る
旨
の
決
定
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
）

第
四
条
　
外
務
大
臣
は
、
議
定
書
の
締
約
国
か
ら
次
に
掲
げ
る
議
定
書
締
約
国
文
化
財
を
管
理
す
べ
き
旨
の
要
請
を

受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
文
部
科
学
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
締
約
国
が
他
の
議
定
書
の
締
約
国
の
地
域
を
占
領
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
占
領
し
て
い
る
地

域
か
ら
輸
出
さ
れ
た
議
定
書
締
約
国
文
化
財

二
　
当
該
締
約
国
の
地
域
が
他
の
議
定
書
の
締
約
国
に
占
領
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
占
領
さ
れ
て
い

る
地
域
か
ら
輸
出
さ
れ
た
議
定
書
締
約
国
文
化
財

２
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
外
務
大
臣
か
ら
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
通
知
に
係
る
議
定
書

締
約
国
文
化
財
を
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
と
し
て
指
定
す
る
も

の
と
す
る
。

３
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
輸
入
の
承
認
）

第
五
条
　
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
も
の
と
す

る
。

（
特
殊
標
章
の
使
用
等
）

第
六
条
　
何
人
も
、
次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
武
力
攻
撃
事
態
（
武
力
攻
撃
事
態
等

及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態
（
条
約
の
締
約
国
又
は
条
約
適
用
国

（
条
約
第
十
八
条
３
の
規
定
に
よ
り
条
約
の
規
定
を
受
諾
し
、
か
つ
、
適
用
す
る
条
約
の
非
締
約
国
を
い
う
。
）
か

ら
の
武
力
攻
撃
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
特
殊
標
章
（
こ
れ
に
類
似
す
る
標

章
を
含
む
。
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
国
内
文
化
財
を
正
当
な
権
原
に
基
づ
き
管
理
す
る
者
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
当
該
国
内
文
化
財
又
は

当
該
国
内
文
化
財
の
輸
送
（
条
約
第
十
二
条
又
は
第
十
三
条
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

の
た
め
に
使
用
す
る
車
両
そ
の
他
の
輸
送
手
段
を
識
別
さ
せ
る
た
め
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
特
殊
標
章
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
不
動
産
で
あ
る
国
内
文
化
財
を
識
別
さ
せ
る
た
め
特
殊

標
章
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
当
該
国
内
文
化
財
を
文
部
科
学
大
臣
が
管
理
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
に

お
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
許
可
（
当
該
国
内
文
化
財
を
文
部
科
学
大
臣
以
外
の
各
省
各
庁
の
長
（
国
有
財
産

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い
う
。
）
が
管
理
し
て

い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
同
意
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
文
部
科
学
大
臣
は
、
国
内
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
職
務
を
行
う
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
、
利
益
保
護

国
の
代
表
（
施
行
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
文
化

財
管
理
官
（
施
行
規
則
第
四
条
１
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
、
又
は
同
条
２
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
者
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
査
察
員
（
施
行
規
則
第
七
条
１
の
規
定
に
よ
り
文
化
財
管
理
官
が
そ
の
派

遣
先
の
国
に
対
し
推
薦
し
、
そ
の
承
認
を
得
て
任
命
し
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
専

門
家
（
同
条
２
の
規
定
に
よ
り
利
益
保
護
国
の
代
表
、
文
化
財
管
理
官
又
は
査
察
員
が
そ
れ
ら
の
派
遣
先
の
国
に

対
し
推
薦
し
、
そ
の
承
認
を
得
て
任
命
し
た
者
を
い
う
。
）
に
対
し
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者

を
識
別
さ
せ
る
た
め
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
殊
標
章
を
表
示
し
た
腕
章
及
び
身
分
証
明

書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
殊
標
章
を
表
示
し
た
腕
章
及
び
身
分
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
職
務
を
行

う
に
際
し
、
当
該
腕
章
を
着
用
し
、
か
つ
、
当
該
身
分
証
明
書
を
携
帯
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
特
殊
標
章
の
使
用
に
関
す
る
手
続
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
。

1



（
罰
則
）

第
七
条
　
次
に
掲
げ
る
事
態
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
武
力
紛
争
事
態
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
正
当
な
理

由
が
な
い
の
に
、
そ
の
戦
闘
行
為
と
し
て
、
国
内
文
化
財
又
は
第
二
議
定
書
締
約
国
等
文
化
財
（
こ
れ
ら
の
う
ち

特
別
保
護
文
化
財
又
は
強
化
保
護
文
化
財
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
損
壊
し
た
者
（
第
二
議
定
書
の
締
約
国
又

は
第
二
議
定
書
適
用
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
の
構
成
員
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
は
、
七
年
以
下
の

拘
禁
刑
に
処
す
る
。

一
　
第
二
議
定
書
の
締
約
国
間
に
お
い
て
生
ず
る
武
力
紛
争
又
は
第
二
議
定
書
の
締
約
国
と
第
二
議
定
書
適
用
国

と
の
間
に
お
い
て
生
ず
る
武
力
紛
争
の
事
態

二
　
第
二
議
定
書
の
締
約
国
の
領
域
が
他
の
第
二
議
定
書
の
締
約
国
に
占
領
さ
れ
る
事
態
、
第
二
議
定
書
の
締
約

国
の
領
域
が
第
二
議
定
書
適
用
国
に
占
領
さ
れ
る
事
態
又
は
第
二
議
定
書
適
用
国
の
領
域
が
第
二
議
定
書
の
締

約
国
に
占
領
さ
れ
る
事
態

三
　
第
二
議
定
書
第
二
十
二
条
１
に
規
定
す
る
武
力
紛
争
の
事
態

２
　
武
力
紛
争
事
態
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
そ
の
戦
闘
行
為
と
し
て
、
国
内
文
化
財
又
は
第
二
議

定
書
締
約
国
等
文
化
財
（
こ
れ
ら
の
う
ち
特
別
保
護
文
化
財
又
は
強
化
保
護
文
化
財
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
を

損
壊
し
た
者
（
第
二
議
定
書
の
締
約
国
又
は
第
二
議
定
書
適
用
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
の
構
成
員

で
あ
る
者
に
限
る
。
）
は
、
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す
る
。

３
　
前
二
項
の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
。

４
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
罪
に
当
た
る
行
為
が
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
行
為
の

処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
三
条
の
罪
に
触
れ
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

第
八
条
　
武
力
紛
争
事
態
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
強
化
保
護
文
化
財
又
は
そ
の
周
囲
を
戦
闘
行
為

又
は
戦
闘
行
為
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動
の
用
に
供
し
、
も
っ
て
当
該
強
化
保
護
文
化
財
に
つ
い
て
、
当
該
武
力

紛
争
の
相
手
方
の
戦
闘
行
為
に
よ
る
損
壊
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
者
（
第
二
議
定
書
の
締
約
国
又
は
第
二
議
定
書

適
用
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
の
構
成
員
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
す

る
。

第
九
条
　
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
で
あ
っ
て
本
邦
に
輸
入
さ
れ
た
も

の
を
損
壊
し
、
又
は
廃
棄
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
が
当
該
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
の
所
有
者
で
あ
る
と
き
は
、
二
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は

二
十
万
円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は
科
料
に
処
す
る
。

第
十
条
　
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
被
占
領
地
域
流
出
文
化
財
で
あ
っ
て
本
邦
に
輸
入
さ
れ
た
も

の
を
譲
り
渡
し
、
又
は
譲
り
受
け
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ

し
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
請
を
し
た
議
定
書
の
締
約
国
又
は
当
該
締
約
国
が
指
定
す
る
者
に
譲
り
渡
す
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
一
条
　
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
特
殊
標
章
を
使
用
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
三
十
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
十
二
条
　
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
八
条
の
罪
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第

四
条
の
二
の
例
に
従
う
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
条
約
、
議
定
書
及
び
第
二
議
定
書
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
第
十
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
条
約
に
よ
り
日
本
国

外
に
お
い
て
犯
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
罰
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
罪
に
限
り
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
法
律
第
七
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
七
日
法
律
第
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
五
百
九
条
の
規
定
　
公
布
の
日
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